


































                                                   
1	http://www.vics.or.jp/know/about/index.html.	[最終アクセス：2018 年 5 月 29 日].	
















図 1 徒歩で巡るルートと車で巡るルートの作成イメージ	 図 2	アプリでのルート	
推薦時の様子	
【予備実験】実際に推薦されたルートの評価を行うことを目的として，開発したアプリを用いて
予備実験を行った．予備実験では，五稜郭エリアやベイエリアといった計 6 箇所のエリアそれぞ
れのルートのデータを収集し，評価した．	
	 推薦されたルートに関しては，選択した観光スポット群が，専用駐車場があるスポットのみだ
った場合は上手く回遊できるルートが表示された．しかし，専用駐車場が無いスポットが一つで
もある場合は結果によって良し悪しが分かれる結果となった．例えば，専用駐車場が無いスポッ
トとあるスポットの距離が極めて近いのにも関わらず，時間貸し駐車場が少し離れた場所にある
ために，遠回りをしなければいけないルートが表示されてしまうような場合である．	
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